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Sheet1

		月 ツキ		日 ヒ		曜 ヨウ		会場 カイジョウ		実施案 ジッシ アン

		2018年度 ネン ド

		3		27		水 スイ		神田 カンダ		マニュアルに関する講演で確認できた課題を整理① カン コウエン カクニン カダイ セイリ

		2019年度 ネン ド

		4		上旬 ジョウジュン				－		メンバー決定後、研究テーマの希望を事前に聴きとる② ケッテイ ゴ ケンキュウ キボウ ジゼン キ

		4		18		木 モク		神田 カンダ		年間活動計画の説明と、事前提出した希望テーマの共有　→①・②を先生に提出 ネンカン カツドウ ケイカク セツメイ ジゼン テイシュツ キボウ キョウユウ センセイ テイシュツ

		5		28		火 カ		中野 ナカノ		★講演「基礎知識習得、企業健保への期待」（仮）＋質疑応答 コウエン キソ チシキ シュウトク キギョウ ケンポ キタイ カリ シツギ オウトウ

		6		17		月 ゲツ		中野 ナカノ		講演振り返り、疑問点を整理して質問事項として取りまとめる コウエン フ カエ ギモンテン セイリ シツモン ジコウ ト

		7		29		月 ゲツ		中野 ナカノ		★質問事項への回答 シツモン ジコウ カイトウ

		8

		9		9		月 ゲツ		中野 ナカノ		★講演「職域と地域のがん検診の運用比較」（仮）＋質疑応答 コウエン ショクイキ チイキ ケンシン ウンヨウ ヒカク カリ シツギ オウトウ

		10		28		月 ゲツ		中野 ナカノ

		11		18		月 ゲツ		中野 ナカノ

		12		16		月 ゲツ		中野 ナカノ		★

		1		20		月 ゲツ		中野 ナカノ

		2		17		月 ゲツ		中野 ナカノ		★

		3		16		月 ゲツ		中野 ナカノ
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